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Trends of Distributed SYStem

分散処理システムは,黄近クローズアップされてきたシステム形態であり,EDP

処理量の増大,システム♂)広域化に対する一つの‾方向として往臼され､今後着実に発

族していく ものと予想される〈つ この分散処理システムでは,ネットワークアー‾-キテ

クチャの定着,小形コンビューータの高機能,低価格化及び分散処理システムグ)維持

背理を支援するソフトウェアなどが必要とされている｡ここでは,分散処理システム

の背景及び技術的動向を説明するととい二､昭和55年に発表したDPOSシステム,

昭和56年2月に発表したECS/VTAM,ECS/NCP及び分散処理システムの集中管

理ソフトウェアについて,その持氏及び今後の方向について論述する｡

n 緒 言

数年前から各種論‾丈,学会などで研究,報告されてきた分

J枚処理システムは,近年二呪実のシステムとして与-し体化Lつつ

ある｡つ

この分散処理システムか実現可能となった背景には,LSI

に代表されるハーードゥェア技術のIE-J卜による小形コンビ_1-【

タの高性能化,低格価化とデ【タ過イ詩才支術の向卜,更にマン

マシンインタフェ"スを改善したソフトウエアなどグ)出現が

大きな要素となっている｡

一方,利用痛からみると分散処理システムは,増加するEDP

(Electronic Data Processing)処j理をホストコンピュータで

吸収していく集中処理の限界から,データ発生地点にある各

各グ)コンピュータで処理を行なうことによって応答時間を短

縮,エンドユーザーへのサービスを向上させる長所をもち.

更にこれら複数のコンピュータをシステムネットワー1クとし

て有機的に結合し,システム全体の惣合作をも確保できると

し､う点で評価され,採用される傾Ih=二ある｡

本稿では,分散処理システムが脚光を浴びてきた背景を圭

とめるとともに,分散処】彗システムを実現するためのハート

ウェア,ソフトウェア技術の動向について説明する｡更に,

日立製作所の分散処理システムでの小心的なソフトウェアの

目的と特長について述べる｡

臣l 分散処理システムの背景と動向

(1)EDP処理量の増大と分散二処理システム

図1に分子牧処理システム建設の背景となるユーザーニー1ズ

の動向をまとめた｡

作業の効率rrり_卜,サービスの改黄は,大局データの集計,

演算処理などのほかに,伝票発行など手作業で行なっていた

仕+皐もEDP処理の対象となり,その範囲か拡大することにな

る｡このため,専門のEDP部門だけでは,増加するEDP処理

を｢吸収できず,利用部Plが独自に小形コンピュータを設置し,

EDP化を図る傾向にある｡

しかし,この小形コンピュータによる独自のEDP化ととも

に､部門間でのデータ,プログラムの重授による作業の増大

及び各々のデータの格納方式,並びに形式の不一致によるiは

乱が,問題となってくる｡

分散処三哩システムへの期待は,図2に示すすべての処理を
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図l 分散処理システムの背景 利用部門からのEDP化の拡大とそれ

を支える情報処王里技術によって,分散処理システムが浸透Lてきた｡

大形コンビューータでまとめて行なう集中処巧至システムと,先

に述べた小形コンピュータによって,各部門で全く独自にEDP

化する複数個の単独システム(非集中処理と呼ぶ(つ)の両方の

りこノ1-二を補った点にある(つ

すなわち,アプリケーション(処理)は分散させながら,校

数のコンピュータがシステムネットワークによって､情報処

理システムとしての整合件を保持するシステムを要求してい

ることを示している｡

(2)情報処理技術の向上

図1に示したハーードゥェア,ソフトウェアの某礎技術の向

上は,分散処理システムの実現を可能にLた大きな要因であ

る｡主だったハードウェア技術は以‾Fに述べるとおりであり,

ソフトウェア技術の詳細は4卓以降で説明する｡

(a)超LSI技術の進歩は,低価格,高性能な′ト形コンビュ
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システム部門指向:

1.システム,プログラムの

複雑化に伴い,

(1)エンドユーザーの要

求への迅速な対応,

変化への機敏な対応

が困難｡

(2)メンテナンスに追わ

れ新しいアプリケー

ションの開発に手が

回らない｡

2.システムの大規模化によ

る信頼性の低下,リスク

の増大｡

3.エンドユーザーの参画意

乱 コスト意識の低下｡

4.通信コストの増大

長所

1.EDP部門

(1)エンドユーザーヘの

責任と管理の明確化

(2)全体的な標準化と管

理

(3)通信回線の最適利用

によるコスト減少

(4)ホストCPUの負荷軽

減,有効利用

(5)システムの拡張性向

上

2.エンドユーザー

(1)独自の利用,管理体

制

(2)レスポンスタイムの

短縮

(3)ホストコンピュータ,

通信回線故障時の被

害を小さくする｡

(4)拡張性,融通性の向

上｡

エンドユーザー指向王
l

l

溌集中処理の由琴革

(1)ハードウェアやシステ

ム開発運用での冗長度

増大

(2)処理能力に限界

(相互利用が不可)

(3)管理の集中化が困難で,

EDP要員が増大｡

(4)データプログラムの相
互利用が困難｡

図2 分散処理システムの長所 集中処理と非集中処理の中間に,分

散処理システムがある0また▼ 二のことが分散処理システムの長所である.っ

-タの提供を可能にしている｡

(b)外部記憶衰置の低価格化,小形化及び高信相性グ)確保

は,小形コンピュータにも大容量ディスク装置の接続を可

能にしてし-る｡

(C)マイクロプログラミング技術の向上は,インテリン_1

ント端末の開発を答易にするととい二,データ通信網との

複雑なインタフェースを明川又L,安価な通信料金で分散処

理システムの建設,運閏が行なえるようになってきた｡

B 分散処理システムの形態

分散処理システムのシステムネットワーク構成は,図3に

示す3形態(④,⑧,④＋⑧)に分類できる｡

これらの形態は,ネットワークアーキテクチャとの関連が

深く,以下の要田で区分て､きる｡

(カシステムネットワー1クでの凶線,端末などの構成要素の

起動,停止及び状態管理を行なうホストコンピュータが1

台(④の形態)か,複数子i(⑧の形態)かの違い｡

(多分散処理システムによって,広い範囲に散らばったプロ

グラム,ファイルなどの資源の変更維持管理を1台のホス

トコンピュータに集中する(④の形態)か,しない(⑧の形態)

かの相違｡

(卦アプリケーション(処理)の分散方法とその関連性

(1)階層形分散処理システム(垂直分散処理システム)

このシステムは図3の④に示す形態であり,この形態では,
分散された小形コンピュータで各部門の独自の業務を行ない,

高度なプログラムが必要な業務は,デ【タ通信網を使用して,

ホストコンピュータに依板するケースが多い｡

更に,ホストコンビュ【タと′ト形コンピュータ間のデータ

の関連性が強く,ホストコンピュータで作成したファイルを,

小形コンピュータで使用する処理形態が多い中央集権的な要

素が残ったシステム形態である｡

各小形コンビュmタに,専門のEDP要員を円己置できない場
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図3 分散処理システムの形態 分散処理システムの形態は,大きく

三つ(:机 ■す･及び′呑ノト即)に分類できる｡

でナが多く,ホストコンピュータによる集中運用か望まれる｡

二の集中管理は,小形コンピュータの運転制御,プログラム,

ファイルなどのホストコンヒューータによる変更維持管王理など

である.｡

また,ネットワ】クアーキテクチャの構成からみると,単

■一システムネットワ【クとしてとらえることができ,ホスト

コンピュータに,分散きれた小形コンピュータ及び通イ言｢郎泉

の起動,悼1卜,状態管理を集中化した形態である｡

(2)対等形分散処理システム(水平分散処理システム)

図3の(身の形態であり,ネットワ【クア【キテクチャの構
成からみると,複数システムネットワ【クが必要となる｡

二の形態では,複数ホストコンピュータの頓似件を利用し

て,負荷分散(ロードシェア)を阿りながら､柑巾二のデー1タ,

プログラムなどの資源を共同利用するケースか多い｡

システム逆順は,各ホストコンヒュータごとに最適化を図

つており,独立していると言える｡

(3)柏†ナ分了放処理システム

図3の喀:･と⑧が共存する形態である｡

田 ネットワークアーキテクチャの動向

4･1分散処理システムとネットワークアーキテクチャ

ホストコンピュータと端末装置を通イ言1可視で結fナしたオン

ライン形態〔図4(a)〕では,次の三つを定めればホストコンヒ

ュ一夕内の過用アプリケーションと端末装置との通信〃式が

規)EできたごJ

(a)フィン､カル制御:モデムなどのDCE(1旦1維終才;詣装置)と

ク)電気,物理インタフェースと†言号線の制御

(b)データリンクf別御:ノー1ドとそれに隣接するノー

でのデーータ転送言別御(データ仁三送手順)

(C)プレゼンテーション制御:キ【ボード入プJ形式やディ

スプレイ伸i府道義とい/ノた端末装荷入出力テ■【タ形式

しかし,分散システムを指事rりLたシステムネットワークでは,

ホストコンピュータと小形コンピュータ間で♂)各柿アプリケ

ーションの実行,データ叫郡垂性の保持及びシステムの運転

管理のため,異な1た形式のデ【タを交換することになり,

次の制御を追加する必要が牛じた〔J

(d)セ,ソション制御:複数fiの端末を制御する端末コント

ロ1-ルや小形コンビュー一夕とホストコンビュ【タの間では

〔図4(b)〕,データリンク制御のほかに,各アプリケーショ



ホストコンピュータ
回線終端装置

(a)初期のオンライン構成

通信制御装置

端末装置

分散処理用小形

コンピュータ

(b)分散処理システムの構成(セション制御を追加すべき構成)

データ交換網

(c)ネットワーク制御を追加すべき構成

図4 ネットワーク構成の発展に伴う制御機能の追加 ネットワー

ク構成が図の(a)から(b),(C)へ発展するに伴い,セション制御,ネットワーク制

御が必要になってきたことを示す｡

ンごとにセションと称するコネクションを設け,送信制御,

流量制御,応答制御及び同期制御を行なう必要がある｡も

しこの制御がなければ,各々のアプリケーションは,相互

に干渉の度合を少なく して,それぞれのデータを交換でき

なく なる｡)

▲-HNA''("HitachiNetwork Architecture”)では,この制

御を更に転送制御と経路制御に分けている｡

(e)ネットワーク制御:公衆パケット交換網を使用したり,

複数の中継ノ∬ドを経由して､最終の目的ノ∽ドまでデー

タを送る場合〔図4(C)〕には,最終の目的ノーード圭での接続

を行なうための経路制御などが必要となる｡

その他,網の椎別の相違を吸収してデータを⊥透過に転送する

トランスポート制御("HNA''では経路制御という.))の追加,ア

プリケーションや端末穐別の増大に対するプレゼンテmショ

ン制御の拡充が必要になってきた｡

すなわち,このように多くの制御が必要になると,それぞ

れの制御の範囲と方式を明確にし,階層的に祭理したネット

ワⅧクアーキテクチャを定めておかなければ､ネ､ソトワーク

構成を拡張した場合,膨大なソフトウェアを何度も作り直さ

なければならない｡"HNA”は,この目的を果たすために設定

したネットワー【クアーキテクチャである1)｡この`しHNA''に沿

ったノ＼-ドゥェア,ソフトウェア製品を採用することによっ

て,以下に述べる効果がある｡

(1)システムネットワMクを構成するハードウェア,ソフト

ウェア及び通信媒体のインタフェースを整理,標準化してあ

り,システムのネットワーク化が容易と'なる｡

(2)ネットワ】ク資源を有効に利用できる亡,

(3)ネットワーク構成に左右されないプログラムの開発が可

能であり,システムの拡張性が向上する(透過性の確保)｡

(4)標準的なネットワMク管理機能の提供により,分散処理

システムの信栢性,保守性及び安全性が向上する｡

4.2 ネットワークアーキテクチャにおける標準化の動向

ネットワ【クアーキテクチャは,IBM社をはじめとして,

回内外のコンピュータ各社から発表され,それぞれのアⅥキ

テクチャにぎ誇ったハードウェア,ソフトウェア製品を提供し

ている｡

しかしこれらのアーキテクチャは,コンピュータメーカm

各社内に閉じた規定であり,異機種間での分散処理システム
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建設に当たっては,それぞれのネットワークアーキテクチャ

のもつインタフェースを変換するソフトウエア,ハードウェ

アが必要となる｡このため,ネットワークアーキテクチャの

適用範岡を拡大するため国内,国際間で各種の試みと検討が

行なわれている｡二の代表的な例として,日本電信電話公社

を中心にして,仕様を公開し,開発推進中のDCNA(Data
Co-

mmuni｡｡ti｡n N｡tW｡rk Architecture),及びISO(国際標準化

機構)で研究中の開放形システム間接続(基本参照モデル)があ

る｡これらのネットワークア【キテクチャの検討状況を,"HNA''

と関連づけて説明する｡

(1)DCNA

DCNAは日本電信電話公社と,株式会社日立‾製作所,日本

電気株式会社,富十通株式会社,沖電気工業株式会社の共同

研究(第一期昭和52年～54年度,第二期昭和55年～57年度)に

ょり定められるネットワークアーキテクチャである｡制定さ

れた接続規定は逐次DCNAプロトコルマニュアルにより公開

されている2)｡DCNAは昭手口55年7Hにサービスか開始され

たDDX(DigitalData Exchan酢)パケット交換網の有効利用

を重視している｡日立製作所では,"HNA''とDCNAの基本部

分を融合させながら製品開発を進めている｡

(2)開放形システム間接続(其本参照モデル3)･4))

ISOのTC97(コンピュータと情報処理を扱う技術分科会)で

も異柁システムの相在接続の重要性を認め,昭和52年新たに

開放形システム問の接続(OSI:Open SystemsInterconnection)

の標準化を検討する分科会SC16を設けた｡

SC16では,まずネ･ソトワ”ク制御全体をどのような階層構

造に分ければよいかを議論し,昭和55年11月に,図4にホす

七つの階層から成るOSI(基本参照モデル)が標準化草案(Dra-

ft Proposal)としてまとめられたt)

しかし,アプリケ【ションに近いトランスポ椚卜層,アプ

リケーション層の回際標準プロトコルは含まれてなく,SC16

で検討中である｡したがって,"HNA”とISO基本参照モデル

との対応づけを確認することは現時ノ1まではできないが,およ

そ図5に示すように関連づけられる｡

4.3 ECS/VTAM,ECS/NCP

"HNA''では,これまでVTAM(VirtualTelecommunication

A｡｡｡SS Method),NCP(Network ControIProgram)で1子iの

ホストコンピュータによる単一システムネ､ソトワークを支援

してきた｡

今回,大塊校ネットワ【ク構成へ対応を強化したECS(Ex-

アプリケーション層

物理伝送媒体-

プレゼンテーション層

セ シ ョ ン 層

トランスポート層

ネ ット ワ ーク 層

データリ ンク 層

フ ィ ジ カ ル 層

l
_′r

lSO基本参照モデル

注:略語説明ISO(国際標準化機構)

l･HNA‥(■`HitachiNetworkArchiteGture'')

適 用 業 務 層

データフロー制御層

転 送 制 御 層

経 路 制 御 層

パケット制御層

データリンク制御層

フィジカル制御層

``HNA''機能階層

図5ISO基本参照モデルと`■HNA”機能階層との対応 ISOの現時

点での検討の経緯から判断すると,基本参照モデルと`▲HNA'】との轢能階層は大

体図に示す対応づけが可能である｡
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tended Communication Support)/VTAM,ECS/NCPグ)掟供

により,複数のホストコンピュータから成る対等形分散処用

システム(校数システムネットワーークとい､う｡)の埋設が吋能

になった｡

ECS/VTAM,ECS/NCPの複数システムネソトワーク機

能は,大規模システムネットワークで効率の良いデータ仁ミi去,

ネットワーク資源の共周利用範何の拡大などを問ってムり,

分散処理システムでの中核臥指として重要な役割を米たLて

いる｡

また,今回新たに開発LたNTIP(Netw｡rkT｡rmi｡alI｡ter_

face Program)は,既に設置損みの無千川射沿末を改造するこ

となく,"HNA‥システムネソトワーlクに組み込む機能をも一-ノ

ており,稜数ホストコンビューーータで動作するTSS(Time Sh｡r_

ing System)を任意に選んで会話ができるようにな｢ノたハ

これらのECS/VTAM.ECS/NCP,NTIPを使用すると掛二

以下ク)効果を得ることができるっ

(1)DDXなどのデータ通イ言網を佗川でき,適イ言付日を削減で

きる｡

(2)通信制御装置を褐数ホストコンビューータで榔土利用できる｡.

(3)コンピュータ間(7)データ通信網を使用したデータ送′壬仁子

と同様に,単一コンヒュ一夕内の複数アブ･け【ション閃の

データ交換ができ,システムネットワークのテストを答易に

するとともに,アプリケ【ションの結介の臼由度をJてウLている.二〕

(4)障害復旧機能,障害発生機器の状態表示機能を充実して,

システムネットワークのイ三相件の向上を周るととい二,ネッ

トワ【ク管理者の操作性を17TJJ二Lている｡

なお,以.Lのソフトウェア及びその長所は,HITAC Lシり

‾ズ及びVOSl(VirtualStorage Operating Systeml)シ

ステムで動作する"上ⅠICOP､'(`-HNA Subhost C｡mmunicati｡n

Program”)及びDPOS(Distributed Data Processing Op-

erati咽System)システムと結介することによって,隅屑形

分散処理システムにも適斥けきるr〕

田 小形コンピュータソフトウェア

5･1小形コンピュータに要求される機能

分散処理システムは,EDP化範囲をよりエンドユーザーま

で拡大し,作業の効率化及びサービス向トニを卜司ることにある√⊃

一般に階層形分散処理システムでは,システム全体の8判

ト一分散処理ネットワーク支援｢小一現場部門(エン

ホスト

コンピュータ

■､HNA”

ホスト/一ド

の什事を,分徹された′+､形コンピュータで吸収するのが通信

門札 応答時間など操作性の而で良いとされてか),小形コ

ンヒュータは分散処理システムで大部分の仕事を実現する苺

1要な位;F=二ある｡

LかL,小形コンビュ一夕の利用者は,業務には精通して

いるが化してコンビューータの操侃 プログラムl那邑,保守な

どに憫Lて不慣れな八が多い｡このため小形コンピュータソ

フトウー1アは,業務処理を容易に実現するための簡鴇言語の

比帆 納車ハツケーンの標畔擢供を行なうとともに,端末を

憤って処理を行なう業務才【l当者に対して,コンピュータから

グ)ガイダンスによっで対話しながノブ仕事を進めていく対講機

能が車要な位i茸を1-【iめている｡更に,小形コンビュ【タの操

作のr白けは､ショブを実行する際の手続きの御糾ヒ,適用コ

マントの簡協イヒ.日勤化などか必要となる｡

一ノj＼分散された小形コンピュータで行なう業務処理には,

従来火付壬コンビューータで行なっていた処理と同雪盲の事務処理

と･現場に設置された各椎ハ【ドゥェアからリアルタイムに

行なう情報収集処理,特殊機器によるデータエントリ業務な

ど,異質な処理が存イ1三する｡二のため,従来の小形コンビュ

+タの分野では,ノ､-ドゥェア,ソフトウェアとも目的に介

わせて最適化を行ない,専用システムを構築する傾向にあっ

たリ Lかし,近年のLSI技術の向上,マイクロプログラム開

発枝術は,二れら異質な処理を汎用の小形コンピュータシス

テムで唄収できる高性能と,紙価格化を実現してし､る｡更に.

二れごノのハードウェア技術は､設置スペースの縮小化,設前

条什の向での改善を果たし,一般オフィス,作業現場へのコ

ンビューーlタの設置を‾吋能にしている｡

5.2 DPOSシステム

HITACグ)分散処理システムでは､雌にHITAC Lシリース

コンビュ【タシステムを提供してきた｡今回更に,DPOSシ

ステムによi),多様化する分散処理システムへの対応を強化

Lた･｡DPOSシステムは図6に示すネットワーク支援機能を

強化するとともに,5.1で述べたエンドユーザー小Jけ機能及び

現場部P-Jグ)各椎機器を制御する機能を提供してし､る)

本市では､二のDPOSシステムの特長を中心に説明する√-

(1)ネットワーク土桟機能

DPOSシステムは,"HNA''ネットワークで以F▲に述べる二

つグ)形態をとることかでき,某軟なネットワーク構成を組む

ネットワけクユーティリティ

ファイル転送

(HIF汀 HNA)

リモートバッチ処理

(RESP HNA)

端末機能

など

■`HNA'1クラスタノード

``HNA-'中継ノード

リアルタイム

アプリケーシ]ン

･センサ機器

接続

･リアルタイム
FORTRAN

ユーザー機器

接続機能

･特殊入出力

機器の支援

対話処王里機能

データエントリ

(DFUT)

プログラム開発

(SEUT)

ファイル加工

(DF〕T)

･■`HNA'1ホストノード

･専用オンラインホストノード

PASCAし,COBOL,FORTRANなど言語プロセッサ

データベース管理(B･Treeデータベース)

‾■---------------

---------一-･■---▼■

D P O S

ハードウェア
メモリ最大2Mバイト
バッファメモリ

論理アドレス8Mバイト

HけAC Mシリーズ互模命令
HITAC Mシリーズ互換10インタフェース

DPOSシステム(HITAC E-800の例)

端末群

注二略語説明

SEUT(So]rOe EntrY Ut‖巾)

DFUT(Data F】【eUt‖巾)

DPOS(Distributed Data

P｢ocess什1g Oper∂tlng

System)

図6 DPOSシステムの機

能構成概要(HITAC E--800

の例) DPOSシステムは,ネ

ットワーク支援機能及びエンドユ

ーザー(現場部門)の支援機能を
強化Lている｡本国では,H什AC

E--800を例にLて示す｡
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ことができる亡,

(a)HITAC Mシリー｢ス'ホストコンヒュ一夕のクラスタ装

置別'となる｡

(b)DPOSシステムがホストコンビューー,タシステムとなっ

て,各椎制御機器,端末からのデータを処理する()

(c) データ送′受信処J甥の中継を行なうく

特に前記(a)の形態で､ホストコンピュータと結合Lた場介

が帽▲屑形分散処≡曙システムであリDPOSシステムでは,VOSO

(VirtualStorage Operating System O)～VOSlで実績の

ある※1),図7でホすリモーートパッチワークステMション機能,

77イル転送機能などが利用でき,ホストコンビュ】タのり

ソースを使用して高度なデータ処理を実現したり,DPOSシ

ステム内のファイル,データをホストコンビ_1一夕に転送L,

処理したのち再度′受け取ることができる｡

またDPOSシステムでは,′ト形コンピュータシステムの特

徴を代打与しながノブ,テ∴一夕形式,デーータ処理命令形J℃,アド

レリシンデ‾方+モ､言語仁L様などについてHITAC Mシリーズ

ホストコンピュータとのヤさf㌢作を考▲I古しており,ホストコン

ビューータのRオ産を,ノ拝観かつ有効に使用することかできるL=,

(2)エンドユーザー(現場部P【J)葺摺機能

DPOSシステムは,対話処理機能によ/ノて,最大64丁こiのり

【クステーションから,日常莞ヰニする業;跨を血接指ホL実行

する機能を提供してし-る.二,二の機能によって,エンドユー1ザ

【業務をホストコンピュータとはう山立に行なうことかできる｢,

一方,第一綿羊布部門の広範な仕tjiを′実現するために､従

来ミニコンピュータが支援していた計測器,制御盤,=動化機

器などの子別御機一器を接続したリアルタイム制御機能も充実し

ている｡‾虹に,特殊なハードウェアを三拝協に接続するための

インタフェース(ユ【ザ"一一機器接続機能)を碓供しており,柔

軟作に富んだシステムを三重設できるし,

ブロブラミンブ機能の何では,PASCAL,COBOL,FO-

RTRANなどの豊詰な言語処理プログラムとデータベース符

J理機能を用意しており,幅広く各椎のシステムを容易に埋設

できる｡

田 ホストコンピュータ集中管理ソフトウェア

4章で説明した′ト形コンビュMタの利用職場か⊥'〕,隅同形

分散処理システムでのホストコンピュータには,以‾卜に述べ

る機能が必要となるし〕

(1)′ト形コンビュー一夕システムのオペレーションをホストコ

ンピュータから行なうための連屯三管理機能

(2)分散設漬された小形コンピュータシステムイ洋に必要なプ

ログラム,ファイルといった資i傾を,ホストコンヒューータが

配布,収集,管理する資源の集中維持管理機能

(3)プログラムの集中開発のための機能

"HNA”による階層形分散処理システムで,ホストコンピュ

ータが実現する分r投機の運転管理ヰ幾能と,ノ引牧処理システム

の資源の集中維持管理機能について説明する<⊃

6.1運転管理機能

図8はホストコンピュータかVOS3システムで硯場部門に

設置されたDPOSシステムなし-LはVOSlシステムの場合を

菜1)クラスタ裳帯:一次局であるホストコンピュータに対Lて_二次局

の役割をもつ装吊を言う｡特に,端末装帯と区別するのは,リモー

トパソナ,フ7イル転送,メッセージ転送など校数の処理をホスト

コンピュータに依細したり,ホストコンビュ【タか⊥1′要イ‾㌻言するこ

とができる機能をもっている装荷の場イ㌻である,.､

対
等
形
分
散
処
理
シ
ス
テ
ム

階
層
形
分
散
処
理
シ
ス
テ
ム

フ
ァ
イ
ル

ホスト

コンピュータ

DB,ファイル

:丑
こl〕

端末

⑥

③

ジョブの投入

⑥

各部門に設置された
小形コンピュータ

ジョフ'の投入

結果の出力

ファイル

④

結果の出力

ジ_ヨブの投入口〔l):オンラインでのDBの

相互参照,更新(トラ

ンザクション転送)

②:メッセージパススルー

(9415DSC)

③ニファイル交換

(H肝ITノハ■HNA”)

④:リモートバッチ処理

(RESPノノ■``HNA”,

+SS3/4)

⑤:ローカルオンライン

⑥:NJE(ネットワーク

ジョブエントリ)
注:略語説明

DB(Data Base)

【肝lT(H唱hしeveけIle T｢ansm-SS【0n Program)

RESP(Remote Batch Work Stat10n Program)

DSC(Data St｢eam Compatlbillty)

+SS(+ob Spooling Sub System)

図7 アプリケーションの分散を支援するネットワークユ"ティ

リテイ ■`HNA''の提供するネットワークユーティリティの機能を情報転送の

の〉売れで示す｡

ホしている..,

図8の対話制御機能を実現するHCCF(Host C｡mma｡d

ControIFaciIity)は,ホストコンビュ≠タに接続されたビデオ

ディ スフし■レイ端末からオペレータが南接DPOSシステム,又

はVOSlシステムのコマントを投入Lたり,対ま講的にプログ

ラムを診断､変更を行な/ノて,各部F-【Jに分散された小形コン

ピュータの運転を管二曙でき,小形コンピュータを利用するエ

ンドユ【ザ【は業務処理だけに専念できることになる｡

ホストコンピュータのオペレMタが,このHCCFによって

操作できる機能には,以下のものがある｡

(1)システム制御コマンド(DPOSシステムだけ)の投入

(2)対言講処理用コマンドの投入

(3)コンソール画面の検索

(4)プログラムの対話による帽正,開発

(5)オンライントランザクションの投入

(6)仕事の実行,結果のチェソク

6.2 資源の集中維持管理機能

隅層形分子枚処理システムでは,各コンピュータに関連件の

強いプログラム､ファイル､ジョブや保守情報などが,各々

存/】三Lている｡これJ〕の情報,資源の維持,管理を,各部門

ごとに実施した場fナ,プログラム世代の不一致,修正i届れな

どが発生したり,保守に作うEDP要員の増加を招くことにな

る.〕また,分散処理システムの前任一斉であるホストコンピュ

ータのシステム符埋者(EDP宅)の員･担が非′削二大きくなる｡
図9にホす分散処理システム用賀i原管理プログラムDISM

(Distributed Systems Manager)は,これらの各種資源をホ

ストコンピュータで管理し,指定時刻,若しくはホストコン

ピュータのオペレー川タの起動によって,あらかじめブ央められ

小形コンピュータに,配布･収集する機能を提供する｡
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プ(認讐蒜ピュ‾タの)

HCCF

対話制御機能

オンライン

トランザク

ション転送

物王里回線′

ホストコンピュータ

(HlTAC Mシリーズ)

(VOS3システム)

プログラムの診断

システム状態の診断

ジョブの実行

プログラム開発

オンライン処理(DB川C) 対話秩能(システム制御)

ローカルオンライン

の実行
‾‾‾‾●`

各卸ヨに設置Lた

コンピュータ

(DPOS.〉OSl

システム)

一-エンドユーザー業務の実行

注:略語説明

HCCF(Host Command ControIFaclllty)

DB/DC(Data Base/Data Communication)
VOS(VirlualStorage Operatlng System)

図8 ホストコンピュータの端末による各部門に設置されたコン

ピュータの対話制御 ホストコンピュータのオペレータが対話形式で,

各部門に設置されたコンピュータの運転管理を実施する｡

このプログラムによって,分散処理システムの運用の効率

化,安全性の向上,システム全体のEDP要員グ)肖帖k,更にホ

ストコンピュータのEDP要員の負荷を軽i戒できる｡

DISMで管理する情報(資源)は以下のものである｡

(1)プログラム

(2)保守情報(ダンプ情報も含む｡)

(3)定期的に実行する各部門の仕事〔JCL(JobControILan-

guage)群など〕

(4)ユーザーフ7イル

(5)分散処理システムを構成するノードの管理情報

なお,このHCCFとDISMを使用することによって,分散

された小形コンピュータで使用する共通的なプログラムの開

発を集中化することができる｡

ホストコンピュータのシステム開発者は,HCCFによって

プログラムを開発し,実行して確認したのち,DISMによっ

て収集し,必要とする小形コンピュータに配布できる｡この

ことはプログラム開発のための工数,ひいては保勺二工数の重

複化を防ぐことになる｡

同 対等形分散処理システムにおけるソフトウェア

対等形分散処理システムでは,各々のホストコンピュータ

にあるプログラム,ファイル,データベースを相克利用する

ケースが多い｡

これらは,NJE(NetworkJob Entry:ネットワークジョブ

エントリ)及びファイル交換,各ホストコンピュータのDB/DC

システム間のトランザクション転送によって実現することに

なる｡

7.t NJE(ネットワークジョブエントリ)

NJEは,ECS/VTAM,ECS/NCPを使用して図7で示す

VOS3ホストコンピュータ間で,ジョブの相互転送を実現す

るソフトウェアである｡

NJEを使用すれば,プログラムの内容によっていちばん効

分散処王里システム資源ファイル

プログラム群

ジョブ制御パラメータ

ユーザーファイル
メッセージ

DISM

プログラム格納

ジョブの実行

ダンプの送信

な‾ど

洪グ

分散処理

システム

構成管理

ファイル

HITAC Mシリーズ

ホストコンピュータ

(VOS3システム)

各部門に設置された

コンピュータ

(DPOS,VOSl

システム)

端末

ダンプ情報

保守情報

統計情報

など

エンドユーザー業務の実行

注:略語説明 DISM(Distributed System Manager)

図9 分散処王里システムの維持管理 ホストコンピュータによる分散

処理システムの資源の集中維持,管ま里の状況を示す｡⊃

率の良いコンピュータを選択して仕事を実行したり,殺適な

コンピュータに処理結果を出すことかできる｡更に複合形分

散処理システムに発展した場合,リモートパッチワークステ

ーション機能によって･投入されたりモ【トバッチジョブを､

NJEによって別ホストコンピュータに依締することかできる｡

7.2 DB/DCシステムのトランザクション転送

対等形分散処理システムでは,各ホストコンピュータで符

f里するデータベースを相互に,リアルタイムに利用するケー

スが多い｡二のための機能かトランザクション転送機能であ

り,トランザクションの処理二状態(同期制御,通番など)を収

方のDB/DC(Data Base/Date Communicationlシステムが

管王里する機能である｡二の機能によ一ノて,階数のDB/DCシス

テムをデータ通信網によって結合L,DB/DCシステムの適掴

範岡の拡大が可能になるととい二,システム回復処理の二状態

合わせなど,比較的システム設計が難しい再開始(リスタート)

処理が標準的に提丁共されるため,安心してシステムをろ童設す

ることができる｡

l司 結 言

分∴散処坪システムを支揺する鵜礎技術を,その動向,要求

機能との関連で説lけ】Lてきたか､分散処ヨ理システムは,適用

するユーザ【の企業形態,業務の特質がそのシステム偶成に

‾宗き軍学することになる｡そのため,今回説明してきた機能及び

技術を,個々のシステムにどのように組み入れ,括用してい

くかが重要な問題となってくる｡

今後は,分散処理システムの実際の運用で出てくる問題∴!さこを評

価,検討し日立分散処理システムの拡充を回ってし-く予定である｡
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